
 門司中学校 実践交流会 

       分散会 第２ブース 

音楽科 第１学年 

単元名 

「 日本の伝統音楽に親しみ， 

         そのよさを味わおう 」 



 授業のねらい 

箏の奏法による様々な音色と筝
曲の序破急がもたらす効果につ
いて考え，話し合う活動を通し
て，箏のよさに気づき，伝えるこ
とができるようにする。 



・「引き色」「か
き爪」「後押し」
それぞれの奏
法による音色
の違いを言葉
で表現し，音色
と奏法の特徴
を知る。 
 

 ＩＣＴ機器の活用場面① 



・CDで３種類の奏法を，グーチョキパーで聴き分けたり， 

 生徒の意見などは板書して，振り返ることができるよう 

 にした。 



 ＩＣＴ機器の活用場面② 

 

写真① 写真② 

・「速度」に注目する。 

   グラフに初段から六段までの速度変化 

   を記入する。 
 







 ＩＣＴ機器の活用場面③ 

 

写真③ 写真④ 

・「序破急」の速度変化の特徴を知る。 

  「序破急」よって，どのような効果があるのか 

  各自で考えた後，班で意見交流し考えをまと 

  める。 









 生徒の反応 

・机の上にタブレットPCのみを置くことで，他に目移りす

るものがなく，授業や発問に対して集中して思考できて
いる様子が見られました。また，大型テレビとタブレット
ＰＣを併用することで，テレビが見えづらい位置にある
生徒や特別に支援の必要な生徒にも各自の手元でわ
かりやすく鑑賞することができ，理解を深めることができ
ました。意見交流の場においては，自分の言葉で表現
できない生徒は，タブレットＰＣで，他の生徒の意見を参
考にしながら，話合活動に意欲的に参加できている様
子も見られました。 



 成果と課題 

・生徒の身近にICT機器があるため，授業時はス
ムーズに導入することができました。タブレット導
入は，特に意見交流の場では，紙媒体ではむず
かいしことや，時間短縮にはとても有効的です。
また，ICTを使った授業は，生徒の興味関心はも
ちろんのこと，理解を深める上で効果的と感じた
ので，箏の授業においても，演奏や奏法を各自手
元で見せたいと考えていましたが，現在の本校の
ネット環境では，スピーカーの音と手元の映像に
時間差ができてしまい断念しました。この辺はこ
れからのICTの課題だと思います。 

  

  



 



 門司中学校 実践交流会 

       分散会 第２ブース 

技術・家庭科 第１学年 

単元名 

「 献立作りと食品の選択 」 



 授業のねらい 

○必要な栄養素を満たす1日分の
献立を考えることができる。 

 



 ＩＣＴ機器の活用場面 

 

写真③ 写真④ 

○朝食，昼食，夕食をタブレットに入力し，自分の食べたものを確認する。 

  

○三食のグラフの数値を見て，自分の食生活の中でとりすぎている食
材，足りない食材を知ることができる。また，足りない食材を見てどのよ
うなものをプラスすればバランスが取れるかシュミレーションしてみる。 



 生徒の反応 

○身近なテーマで、意欲的に自分の生活への振
り返りができ、タブレットPCでは記入・消去が簡単
にできるので、考えるきっかけになった。 

○画面から次々に課題が提示されることにより、
関心も高まり、積極的に授業に参加出来た。 

○最後に自分の食べたものを１つずつ画面で確
認したことで、他の人の食生活を見ることで，自分
の健康について考えている人，そうでない人の違
いを知ることができた。 



 成果と課題 

＜成果＞ 
○タブレットPCに入力し、自分の食生活の振り返りだけ

でなく，他の人がどのような食生活を送っているかを知る
ことで，食に対する興味・関心が高まった・ 

○ノートに1週間分，1日分の食生活を記入する宿題を通

して，自分の宿題が即時に画面に映し出して全体で比
較・共有できるという点で時間の無駄がないこと，また，
生徒は自分の日常生活の中で食べることは当たり前に
なっていて，振り返ることなどなかったことが，画面に映し
出されるということで興味深く食について考えることがで
きた。達話し合いの活動をする場面で、他者の意見と比
較・共有できることでタブレットPCは効果的だと思う。 

  

  


